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　機械的強度に優れる環境調和型電気電子材料の

開発を主目的として、同志社大学で試作された竹

繊維と生分解性樹脂のポリ乳酸及びナノ繊維であ

るミクロフィブリル化セルロース繊維からなる高

分子複合材料の自然環境条件下における生分解性

を評価した。

　①竹繊維材料（竹繊維100％；対照品）及び②高

分子複合材料（竹繊維：ポリ乳酸：ミクロフィブ

リル化セルロース（MFC）＝4：5：1）を、平成

16年９月末に土壌条件の異なる２地点（宇治市、

京田辺市）に埋設し、生分解により生じる物理的・

化学的性状の経時変化を調査した。

　平成17年９月（埋設後12ヶ月）まで土壌埋設試

験を行った結果では、いずれの試料においても、

質量保持率は時間経過とともに減少し、埋設後

12ヶ月経過した時点での各試料の質量保持率は、

宇治市埋設試料：①84％、②85％、京田辺市埋設

試料：①36％、②82％であり、①の試料で埋設場

所による質量保持率に差がみられた。曲げ強度保

持率については、いずれの埋設場所においても、

①の試料より②の試料の方が低かった。
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